
教  科 
 科目 コンピュータシステム技術 （必修） 

授業時数 ２ 単位 

工業（電子工業） 履修学年 ３ 学年 

 

目 標 

情報処理システムの分析，設計，構築，運用などのコンピュータシステムに関する知識と技術を習得させ，ネットワークシステム，

データベースシステム，マルチメディアシステムにおける分析，設計，構築，運用，保守などに実際に活用する能力と態度を育

てること。 

 

●学習内容 

１学期 ２０時間 ２学期 ３０時間 ３学期 ２０時間 

コンピュータシステムの概要 

・コンピュータシステムと情報シ

ステム 

・コンピュータシステムに必要な

技術・コンピュータシステムの構築 

マルチメディア技術 

・マルチメディア技術の概要 

・マルチメディアのディジタル化

技術 

・マルチメディアの活用 

 

20 

 

ネットワーク技術 

・データ通信の概要 

・通信技術・ネットワークアーキ

テクチャ・ネットワークシステム 

・インターネットとの接続・ネッ

トワークシステムの施工・運用・

保守 

データベース技術 

・データベースの概念と構成 

・関係データベースの設計 

・関係データベースと SQL 

・データベースの利用 

20 

 

 

 

10 

 

 

 

 

コンピュータシステムの開発と評価 

・システム開発の基礎 

・システム開発 

・システム開発の運用と評価 

20 

 

 

教材  授業の進め方 

７実教「工業３7５コンピュータシステム技術」 

自主作成教材 GoogleClassroomで配布 

 理論を学習し、基礎的な内容を理解した上で、実習環境を活用して、プログラミング

やシステムの構築を行い、コンピュータシステムを理解する。 

 

 

●身に付ける能力とそのレベル 

評価の観点 知識・技術 思考力・判断力・表現力 主体的に取り組む態度 

評価規準 

活用できる 

（できる） 

・データベースの操作や，ネットワ

ークの設定を行ううえで，必要な基

本的なコンピュータの操作方法に

ついて理解し，その能力を身につ

けている。 

・コンピュータシステムを構築する

うえで必要な，システムの働きにつ

いて理解する能力と知識を備えて

いる。" 

・マルチメディアで扱う文字･音声･

静止画像･動画像などの表現メデ

ィアの特性を理解しており，適切

なメディアを選択して利用し，情報

を発信することができる。 

・ネットワークを構成するための機

器を適切に選択することができ，

ネットワークの設定を行うことがで

きる技術・技能を有する。 

・情報システムの分析，設計，構

築，運用などにおいてコンピュー

タシステムに関する知識と技術に

興味をもち，マルチメディアシステ

ム，ネットワークシステム，データ

ベースシステムについて学習しよ

うとする意欲をもち，実際にそれら

を活用しようとする能力と態度を身

につけている。 

習得する 

（わかる） 

・コンピュータシステムを理解する

うえで必要な，基本的なハードウェ

コンピュータシステムを構築するた

めに必要なソフトウェアとハードウ

・マルチメディアに興味があり，実

際にどのように利用されているか



アとソフトウェアの知識を身につけ

ている。 

・ネットワークを理解するうえで必

要な，通信に関する基本的な電

気・電子の知識を身につけてい

る。 

 

ェアの役割を認識し，目的とする

システムを構築するためには，ど

のようなソフトウェアとハードウェア

を選択すればよいかわかる。 

・どの様な情報がデータベースを

利用して管理するのに適している

かがわかる。" 

を探求する意欲がある。 

・ネットワークについて興味があ

り，実際にネットワークを構築する

能力を身につけたいと思ってい

る。 

・基本的なデータベースの操作が

できるようになりたいと思っており，

学習しようとする意欲がある。 

 

評価方法 

定期テスト・課題・ノート・授業観察 定期テスト・課題・ノート・授業観察 授業に取り組む姿勢や意欲 

課題などの取り組む姿勢 

 

 

 

 

単元別 評価規準 

 第 1章 コンピュータシステムの概要 

評価の観点 知識・技術 思考力・判断力・表現力 主体的に取り組む態度 

評価規準 活用できる 

（できる） 

コンピュータシステムを構築するために必

要な，技術者，マルチメディア技術，ネット

ワーク技術，データベース技術について

基本的な知識を備えている。 

コンピュータシステムを構築する手順を

理解しており，必要な処理を行うシステ

ムにはどの様な機能が必要であるかを

考えることができる。 

コンピュータシステムとはどのようなも

のかに興味をもち，コンピュータシステ

ムがどのように作られ，どのように運

用・評価されるのかを理解しようとする

態度を身につけている。 

習得する 

（わかる） 

コンピュータシステムの構造について基

礎的な知識を備えている。 

システムとはどの様なのものかを理解し

ており，身の回りのコンピュータシステム

の構成要素を分析できる。 

マルチメディアシステム，ネットワークシ

ステム，データベースシステムに興味

があり，実際にどのように利用されてい

るかを探求する意欲がある。 

第２章 情報のディジタル化 

評価の観点 知識・技術 思考力・判断力・表現力 主体的に取り組む態度 

評価基準 活用できる 

（できる） 

・A-D変換，D-A変換などのディジタルに

関する知識を有し，圧縮技術を含めたマ

ルチメディアを扱うための基本的な知識を

身に付け，これらの技術が現代社会のマ

ルチメディア処理システムに不可欠で有

意義であることを理解している。 

・マルチメディアの標準化の必要性につ

いて理解しており，標準化に関する知識

を有している。 

 

・A-D 変換器を利用してアナログデータ

をディジタルデータに変換する方法を

理解しており，適切な方法を選択するこ

とができる。 

・情報を伝送するための適切な伝送方

法を選択し利用することができる。 

・HTML を利用して，静止画像や動画

像などの表現メディアを活用した Web

ページを構成することができる。 

文字・音声・静止画像・動画像などの

情報メディアの表現方法やマルチメデ

ィアの標準化に興味があり，理解しよう

とする意欲がある。 

習得する 

（わかる） 

・基本的なマルチメディア技術を使って，

Webページを作成したり情報を発信したり

できる知識を有している。・マルチメディア

とはどのようなものかを理解している。 

・マルチメディアで扱う文字，音声，静止

・情報を発信するために，マルチメディ

アで使用する文字・音声・静止画像・動

画像などの表現メディアを適切に選択し

て利用することができる。 

・必要な表現メディアを作成するため

データ圧縮技術に興味があり，離散コ

サイン変換，フレーム間予測符号化と

動き補償予測などの働きを理解しよう

とする意欲と能力がある。 



画像，動画像などの表現メディアについ

て，その特徴と表現方法を理解している。 

 

に，ディジタルカメラや，イメージスキャ

ナなどの入力装置を選択して利用する

ことができる。 

第３章 ネットワーク技術 

評価の観点 知識・技術 思考力・判断力・表現力 主体的に取り組む態度 

評価基準 活用できる 

（できる） 

・コンピュータ間でデータを伝送するため

の方法，手順，同期，誤り検出など，デー

タ通信にかかわる基本的な技術について

理解している。 

・ネットワークの構造や機能を明確にする

ための体系であるネットワークアーキテク

チャについて理解しており，OSI参照モデ

ルや TCP/IP などについての基本的な知

識を有している。 

・基本的なＬＡＮシステムについての知

識をもち，ネットワークシステムに応じ

て，構築に必要なハードウェアを適切に

選択できる。 

・インターネットの接続方式の特徴を理

解しており，それぞれの機能を比較し，

適切なインターネットとの接続方式を選

択することができる。 

・インターネットのサービスについての知

識をもち，適切なインターネットのサービ

スを有効に利用することができる。 

・ネットワークシステムの基本となる

LAN について，その形態や接続装置

に興味をもち，意欲的に探求しようとす

る態度を身につけている。 

・LAN をインターネットに接続する方法

や技術に興味をもち，インターネットの

各種サービスについて理解しようとす

る態度を身につけている。 

・ネットワークシステムの施工・運用・保

守に興味をもち，実際にネットワークの

基本的な設定方法を身につけようとす

る意欲と能力がある。 

習得する 

（わかる） 

・コンピュータ間でデータを伝送するため

の方法，手順，同期，誤り検出など，デー

タ通信にかかわる基本的な技術について

理解している。 

・ネットワークの構造や機能を明確にする

ための体系であるネットワークアーキテク

チャについて理解しており，OSI参照モデ

ルや TCP/IP などについての基本的な知

識を有している。 

・各種データ通信システムや各伝送制

御手順とその方法について，比較しな

がら考察することができる。 

・OSI基本参照モデルについて，各層の

役割を比較しながら考察することができ

る。 

・コンピュータ間でデータを伝送するた

めの方法や手順など，データ通信にか

かわる基本的な事項についてについ

て興味をもち，意欲的に探求しようとす

る態度を身につけている。 

・ネットワークの構造や機能を明確に

するための体系であるネットワークアー

キテクチャについて興味があり，OSI参

照モデルやTCP/IPなどについて学習

しようとする意欲がある。 

第４章 データベース技術 

評価の観点 知識・技術 思考力・判断力・表現力 主体的に取り組む態度 

評価基準 活用できる 

（できる） 

・E-R モデルから関係データベースを作

成する知識を有し，正規化を行って基本

的なデータベースを構築できる知識を有

する。 

・データベースの基本的な操作を行うた

めのデータベース操作言語 SQL の知識

を有している。 

データベースシステムの目的と機能を

理解しており，適切なデータベース管理

システムを選択し利用する技術･技能を

有する。 

・E-Rモデルから関係データベースを作

成する知識があり，対象とする事象の

E-R モデルから正規化を行って基本的

なデータベースを構築する技術･技能を

有する。 

・データベースの基本的な操作を行うた

めのデータベース操作言語 SQL の知

識があり，基本的な操作を行う技術･技

能を有する。 

・E-R モデルから関係データベースを

作成する方法に興味をもち，正規化を

行って基本的なデータベースを構築

する過程を理解しようとする意欲と能

力がある。 

・データベース操作言語の SQL を使

用してデータベースを操作する技術に

興味があり，SQL を学習して実際にデ

ータベースを操作する意欲と能力があ

る。 

習得する ・データベースの概念を理解しており，フ ・ファイルシステムとデータベースシステ ・データベースの概念と構成に興味が



（わかる） ァイルシステムとデータベースシステムの

違いを理解している。 

・データベースシステムの目的と機能を理

解し，データベース管理システムの働きを

理解している。 

ムの違いを理解することにより，データ

ベースシステムの優れた点を理解し，デ

ータベースの操作を学習することによ

り，データベースを有効に利用すること

ができる。 

・E-Rモデルから関係データベースを作

成し，データベースから適切なデータを

抽出し，分析を行うことができる。 

あり，ファイルシステムとデータベース

システムの違いを理解しようとする態度

を身につけている。 

・データベースシステムの目的と機能

を理解し，データベース管理システム

の働きを理解しようとする態度を身に

つけている。 

第 5章 コンピュータシステムの開発と評価 

評価の観点 知識・技術 思考力・判断力・表現力 主体的に取り組む態度 

評価基準 活用できる 

（できる） 

・ウォーターフォールモデルにおける，各

工程での作業手順を理解しており，各段

階で作成が必要な文書を作成する技術･

技能を有している。 

・ユーザの要望を理解し，ユーザが利用

しやすい画面構成や，画面遷移を設計で

きる技術･技能を有している。 

・処理対象のデータに適したコードの種

類を選択し，コード設計を行う技術・技能

を有している。 

・モジュール分割について理解しており，

構造化設計に基づいて，適切なモジュー

ル分割を行う技術・技能を有している。 

・開発するシステムの大きさや種類に応

じて，適切な開発モデルを選択すること

ができる。 

・ウォータフォールモデルにおける開発

で，各工程で作成が必要な文書を理解

しており，必要な文書を的確に作成する

ことができる。 

・実際にシステムを構築していく過程を

理解し，基本的な作業を実際に行おう

とする意欲がある。 

・システムの評価について興味をもち，

評価の種類や方法を理解する意欲が

ある。 

・システムの運用・管理に興味をもち，

実際の運用・管理の方法を理解しよう

とする態度を身につけている。 

習得する 

（わかる） 

・システム開発の基本的な手順について

理解しており，SE,CE,プログラマなどの技

術者がどのような作業を担当するのかを

理解している。 

・システム開発の基本であるウォータフォ

ールモデルについて理解し，ウォータフォ

ールモデルの各工程の作業内容につい

ての知識を有している。 

・作業に必要な基本的な文書を作成する

ための知識を有している。 

・システムの評価の種類や方法を理解し

ている。 

・システムの基本的な運用・管理を行う知

識を有している。 

・ユーザが利用しやすい画面構成や，

画面遷移を設計することができる。 

・処理対象のデータに適したコードの種

類を選択し，コード設計を行うことができ

る。 

・モジュール分割について理解してお

り，構造化設計に基づいて，適切なモジ

ュール分割技法を選択できる。 

・各工程毎のレビューを適切に行うこと

ができる。 

・システム開発の手順について興味が

あり，システム開発がどのように行われ

るのかを理解しようとする意欲がある。 

・システム開発の基本であるウォータフ

ォールモデルについて理解し，ウォー

タフォールモデルの各工程の作業に

興味をもち，理解しようとする意欲があ

る。 

 


